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北海道における食中毒事例から分離された腸炎ビブリオ血清型の推移
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　気温が高くなる夏期に多く発生する食中毒のなかでも腸
炎ビブリオ（71わ7’oμr盈αθ〃20か〃。鰐，以下Vp）食中毒は，
魚の生食嗜好の強い日本人になじみ深いものである．北海
道沿岸は，北東から千島寒流，南西から対馬暖流が流れ込
み，これらの海流の勢力により沿岸水温が左右される．こ
のことから，北海道におけるVpによる食中毒は，夏期の
沿岸水温により発生数が大きく変わる．
　1999年から2007年までに発生した食中毒事例の患者・食
品・環境から分離し，食品微生物科に送付されたVp菌株
は691株あった（Table　1）．これらについて腸管病原因子
ならびに血清心証調査を行ったので報告する．菌株同定に
は2．0％塩化ナトリウム濃度にしたTSI培地，　LIM培地，
VP培地，　SC培地及び0，3，8，10％の塩化ナトリウ
ム濃度の栄養ブイヨン1）を用いた．血清型は腸炎ビブリオ
免疫血清「生直」（デン一生研（株），東京）を用い，製造
会社の使用説明書に従い判定を行った．耐熱性溶血毒
（TDH）についてはKAP－RPLA「生研」（デンカ生駒（株））
Table　1　協りrわρ∂煮aんθθ〃70加10μ51solates　Examined
Year Vp Toxin　producing　Vp
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を用いて測定し，耐熱性溶血毒遺伝子（the㎜ostable
direct　hemolysin　gene：励）及び耐熱性溶血毒類似毒
遺伝子（’幽related　hemolysin　gene：励）をTadaθ’α乙2＞
のプライマーを用いてPCRによる確認試験を行った．
　Table　1に示したように，食中毒事例から分離したVp
菌株691株のうち269株が励を保有しており，これらはす
べてTDH産生株であった．なお，励は調査したすべて
の菌株から検出されなかった．
　次に，1988年から2007年までの20年間に当所において検
査したVpの血清型についてTable　2に示した『8）．過去20
年間の北海道におけるVp食中毒は，　Table　2に示したよ
うにその発生事例数に2つのピークが認められた．すなわ
ち，1994年と1999年である．1994年には24件，1999年には
86件のVp食中毒が発生していた．特に1999年前後は数年
間にわたりVp食中毒の発生が多数認められた．1994年に
おけるVp菌株の血清型は，01：K56，04：K8が主に検
出された．1999年には03：K6及びそれと同一起源と考え
られる04：K68がもっとも多く検出された．それ以降，
03：K6はVp食中毒から検出される菌株の血清型の主流
となっていた．なお，2001年からは散見される他の血清型
の中で，04：K8が1994年のピーク時ならびに1999年ピー
ク後に検出された．また，01：K56が1994年ならびに1999
年ピーク時に検出された．
　1994年にカルカッタで検出され1996年に検出血清型の50
％以上を占めるようになった03：K69）は，1997年ならび
に1998年における血清型のデータが少ないので北海道に侵
入した時期が詳らかではない．しかし，1998年に1事例か
ら検出されていることから，1998年には03＝K6が北海道
内に既に存在していたものと考えられる．
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